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ミング II BMO-2 0 H の使用経験

高頻度振動換気法 (HF 0)は新生児領域に

おいて、従来の人工換気法 (Convent

onal mechan cal vent 

lat on:CMV)では換気が図難となっ

た例や air leakを起こしたり、起こ

す危険性が高い例に対する新しい人工換気法と

してその臨床的有用性が示されている。またそ

の安全性についても、 19 8 9年1月から 19 

90年 3月までの 1年 3カ月聞に先行実用機で

あるHFO専用のハミングバード BMO-20

Nを用いた本邦9施設による HFOとCMV

の多施設共同比較対照試験で、 CMVと同程度

の安全性があることが確認された。

われわれもこの期間中に本試験に沿って、 R

DSをはじめとする呼吸障害40数例に出生後

早期から HFOを行ってきたが、施行時にMA

Pをかなり下げないと管理出来なくなることが

あり、その際の庄の微妙な調整が困難であるこ

と、離脱時の条件設定が難しいことなどが経験

された。この点から、 HFOから CMVへのス

イyチが可能な機器が望まれていたが、最近に

なってハミングバードで確立された技術をもと

にその後継機としてHFO/ IMV両用のハミ

ング Hが開発、市販され、われわれも現在臨床

に使用している。

HFOはハミングバードと同じ、リニアモー

タ駆動のピストン式だが、回路内気体の振動が

吸気側からではなく、呼気側に変更された。振

動数 15 H z 、調節は酸素濃度、 MAP (開始

時は IMVより数 cm品。高く設定)、ストロー

クボリューム (3-5 m~/kg くらいから開始)

のみで、多穫の自動アラ ームが内蔵され、保作
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はより簡便となった。また機器そのものの容積

がスリムとなり、従来の新生児用人工呼吸器と

床の占有率があまり変わらなくなり扱いやすく

なった。

lMVの送気方式はタイムサイクル・プレ y

シャーリミ y ト方式だが、リザーパーバッグと

デマンドパルプが組み込まれており、リザーパ

ーバッグ付の CPAPと、間欠流方式の IMV

を組み合わせた方式となっている。デマンドパ

ルプは児に直接ではなく、リザーパーバッグに

対して機能するので自発呼吸時の回路抵抗が少

なく、呼吸努力が軽減するとされる。 IMV時

の吸気流量は従来の新生児用人工呼吸器と違っ

て、その倍程度流さないと吸気の立ち上がりが

十分でなく、吸気圧も十分得られないので注意

を要する。また万一(不慮)のHFO/CMV

モ ド変換に備えて、 HFO施行時にもあらか

じめ IMVのセッティングを行っておくほうが

安全と恩われる(吸気側回路にHFOとIMV

の切り替えパルプがあり、これが加湿器の送気

口に取り付けられるため、回路内に結露した水

がパルプ内にも溜ることがある)。

上記の点に注意すれば IMVも従来の人工呼

吸器とかわりなく使用でき、新生児の呼吸管理

にあたって、本機は有用な機器と思われる。

当然ながら、使用にあたってはHFOに十分習

熟することが必要で、対象の選択も要求される。

現時点でHFOはCMVでは管理が困難な例

(柿低形成、 PFCなど)や間質性肺気種など

air leakの発生時あるいはその予防措

置として主に使用されるものであろうが、今後

その適応の拡大も期待される。
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